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タイトル 

地域行事を通じた消防団活動

あの映画の舞台に 

私たち中央消防団第４分団は、新海誠監

督の「すずめの戸締り」の九宮筋商店街の

モデルにもなった二宮商店街や、嵐の二宮

さんがお守りを持っていたことで有名にな

った二宮神社も所在する、JR 三ノ宮駅の北

側から新神戸駅の南側までを管轄していま

す。  

私たちは、地域の防災福祉コミュニティ

との合同訓練や意見交換などの情報共有や

地域の方々と顔を合わせた連携を大切にし

た活動を行っています。  

近年、消防団の成り手不足が課題とされ

ており、私たちの分団でも課題となってい

ます。  

そうしたなか、我々は地元の交流会や地

域の祭り等に参加し、ひとりひとりの地域

との繋がりを大切に、その繋がりを活用し

ながら活動を行っています。  

先日、二宮神社のお祭りがありました。

朝から夕方まで、長時間に渡り私たち消防

団員は、地域の一員として警備を担当し、

交通整理や参加者、見学者の安全確保とみ

こしの先導を行いました。  

このような地域行事での活動を通じて、

日ごろから地域に密着しており、顔見知り

に声をかけていただくことも多くなってい

ます。  

地域を訪れる方々にも 

中央区は神戸市の中心に位置し、観光客

が多く訪れる場所がたくさんあります。  

コロナ禍も終わり、インバウンドの増加

の影響もあり、海外の方を街の中でもよく

見かけるようになってきました。  

災害時には、そうした神戸市や中央区を

訪れる方々に対しての避難誘導などの安全

確保も、私たちの取り組んでいかなければ

ならない大切なことと捉えています。  

これからも住みやすく、訪れる方々に対

しても安心安全な街を目指して、引き続き

地域に密着しながら、顔の見える関係を活

用して、日々活動を行っていきたいと思い

ます。  

（執筆者 中央消防団第４分団 北村 恭子）  

 

地域に根付いた消防団を目指しています！ 


